














Yunnan Model Mud Kiln












































　Many years of continuous research have demonstrated that fi nished works of pottery may be produced from clay even 
without a pottery kiln using the “Yunnan model mud kiln” earthenware fi ring method, which has been a subject of study 
in archaeology field. Here, we sought an easy-to-construct kiln shape, testing three original Yunan model mud kilns, 
improved by making them as small as possible so that even people without pottery experience could attempt to build one. 
We found that if easily built small kilns similar to a Yunnan model mud kiln using wall clay can suffi  ciently withstand high 
temperatures without collapsing, and the fuel can be switched midway to charcoal, then temperatures can be raised to 
over 1000℃ in a short time. However, in comparison to the original Yunnan model mud kilns, it was clear that there were 































































































































































































































































































































































ら 6時間で 600℃。ブロアを使用すると 1時間以内に
1000℃を超えた。濡れた壁土が乾いて焼けていく様子
を観察すると場所によって温度のムラがみられる。高温
になる場所が，想像していた位置とかなり違っていて，
作品を置いた場所によっては焼け具合が思わしくなかっ
た。
半地中平天雲南窯（写真３）
半地中トンネル状雲南窯（写真２）
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雲南式泥窯　－小型化への可能性－
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時間と温度が足りず，粘土に含まれたガスがうまく抜け
ずに，釉薬が溶ける頃に出てきた可能性が高い。追って
検証を続けたい。
　大きな窯での作品焼成に不安を持つ人が試す『小型雲
南窯』ならば，初めは釉薬を掛けない焼き締めをお奨め
する。それなら，実験をした３タイプのどの窯であって
も，燃料の追加とブロアで，一般的な雲南窯の作品より
も，高温のしっかりとした作品に仕上がるので，是非試
してもらいたい。
第６章　おわりに
　今回，雲南窯の長所を最大限生かして，誰でもが簡単
に失敗することなく粘土作品を焼成すること，素焼きは
もとより，低温釉を使用して本焼きまでも可能にしよう
という試みは一定の結果を出すことができた。それと同
時に，多くの今後の課題を明らかにすることとなった。
　雲南窯改良型を使って実験を行うことで改めて，基本
となる覆い型焼成法の雲南窯は，設備の無い環境での作
品焼成に向いていると感じた。基本的には，教育現場に
おける実践的な内容として，イベント的要素や安全性の
観点から考えて非常に優れていると考えている。
　ただし，今回のようなブロアを用いて，強制的に昇温
させる方法では，火柱が上がったり，火の粉が飛び散っ
たりすることがある。暗くなってからは，特に，ダイナ
ミックで，ドラマチックな風景となるが，その分，安全
性に注意を払いたい。
　近年，自然とのかかわりが希薄になり，子どもたちが
自然の中で実体験する機会が少ないと言われているが，
文部省によるOA機器の積極的な活用を推奨しようとい
う考え方が中心となりつつある。
　タブレットなどを使用する教育は今後，ますます重要
視されるべきではあるが，図画工作という教科の特性を
考えた場合，このような自然を教材とした実践教育が必
要となると考えている。
窯出しした作品（一部）
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